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記

字
・

表

文

(
理
論・
現
代)

(í国語学J 145集

一 、
考
察の
範
囲

文
字
と
表
記
に
関
す
る
研
究
の
う
ち 、
理
論
・

現
代
が
私
の
担
当
で
あ
る 。

こ
の
場
合 、
文
字に
つ
い
て
は 、
現
代
日
本
語
を
書
き
表
す
た
め
の
漢
字・
平

仮
名
・

片
仮
名
・
ロ
ーマ

字・
数
字
・

符
号
・

記
号
すべ
て
が
含
ま
れ
る 。
表

記
に
つ
い
て
は 、
こ
れ
ら
の
文
字
を
用い
て
の
現
代
日
本
語
の
書
き
表
し
方
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
す
る 。
こ
う
し
て一
応
の
範
囲
を
限
定
し 、
日
年
・

ω

年
の
聞に
注
意
を
向
付
て
過
ご
し
た
が 、
容
易
なこ
と
で
は
な
かっ
た 。
単
行

本
に
つ
い
て
は
何
と
か
なっ
た
が 、
紀要
類
は
早
大日
文
研
究
室
の
上
野助
手

の
協
力
を
得て
と
ら
え 、
最
終
的に
は
国
研
文
献
調
査
室
の
カ
l
ド
で
補い
同

図
書
館
で
目
を
通
し
た 。
以
下 、
こ
う
し
て
集
め
た
単
行
本
四
十
冊 、
論
文
百

五
十
編
を
も
と
に 、
私
な
り
に
取
捨
分
類
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る 。

二 、
基
本
的
な
研
究

他
の
分
野に
比
し 、
文
字
・

表
記
の
研
究
は
後れ
て
い
る
が 、
一
つ
に
は
文

字
を
付
随
的
な
も
の
と
す
る
西
洋
言
語
学
の
文
字
論
か
ら
脱
し
切
れ
ない
と
こ

ろ
に
問
題
が
あ
る 。
そ
の
点
で
は 、
池
上
禎
造
が『
漢
語
研
究
の
構
想」
(
岩
波

書
底 、
昭ω・7)
を
ま
と
め
た
意
義
が
大
き
い 。
巻
頭
「
漢
語
研
究
の
謀
題」
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音日

良

明

は 、
漢
字を
漢
語
と
し
て
と
ら
え
た
こ
と 、
和
製
漢
語
も
含
め
た
こ
と
が
研
究

の
指
針
と
な
る 。
造
語
に
つ
い
て
は「
近
代
日
本
語
と
漢
語
語
集」
「
漢
語
の
造

語
力
の
現
状」
が
あ
る
が 、
こ
の
面
で
は
鈴
木
修
次
「
漢
字は
日
本
語
の
お
荷

物か」
(学
灯
社『
国文学』 、
昭ω・
5)
が
翻
訳
語と
し
て
の
新
漢
語
を
重
視
し

た
点に
も
注
目
し
た
い 。

表
記一
般
に
つ
い
て
は 、
金
子
尚一
「
現
代
日
本
語
の
表
記」
(至
文
堂『
国

文
学』
昭ω・3)
が一
通
り
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る 。
漢
字に
つ
い
て
は 、

海
保
博
之
そ
の
他
に
よ
る「
漢
字の
機
能
度
指
数
開
発
の
試
み」(『
計
量国語
学』

日
ll 、

昭ω・
6)
と
吉
村
弓
子
「
漢
字
基
底
語
の
現
代に
お
け
る
位
置」
(筑

波大・「日
本語と
日本
文学』
5 、
昭ω・日)
が
あ
る
が 、
吉
村
に
は
別
に
「
語

表
記
意
識
の
変
異」
(筑波
大『
言語
学
論集』
4、
昭ω・5)
も
あ
る 。
仮
名

に
つ
い
て
は 、
柏
木
成
章
「
現
代
日
本
語
に
お
け
る
片
仮
名
の
役
割に
つ
い
て

の一
解
釈
||特に平仮名との対比において」

(『大
東
文
化大
紀
要〈
人
文
科学〉』
辺 、

昭ω・
3)
が 、
片
仮
名
使
用
の
史
的
背
景
と
個
性
的
な
文
字
体
系
を
重
視
し
て

い
ヲ令。

{子
体に
つ
い
て
は 、
い
ろい
ろ
と
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る 。「
日
本
語
学」(
昭

ω・
3)
が
字
体
を
特
集
し
た
際
の
巻
頭 、
林
大
「
字体・
字
形・
書
体
を
め
ぐ

っ
て」
は 、
従
来
の
字
体・
書
体
の
他
に
書
態
・

書
風
を
認め
よ
う
と
し
た
こ



記(理論 ・現代)
と 、
個
々
の
漢
字
の
字
体
を
単
体・
複
体
に
分
け 、
部
分
と
し
て
の
字
体
素
を

取
り
上
げ
た
こ
と
な
ど 、
一
つ
の
指
針と
な
る 。
同
特
集で
は
杉
本
つ
と
む「
異

体
字
は
な
ぜ
う
ま
れ
る
か」 、
野
村
雅
昭「
同
字
と
別
字
の
あい
だ」
が 、
字
体

考
察
の
基
本
的
な
考
え
方
を
展
開
し
て
い
る 。
杉
本
は 、
異
体
字
の
生
ま
れ
る

契
機
と
し
て
「
略
画・
増
函・
代
行・
置
換
・
草
体
構
化・
兼
用
混
用・
音
符

交
換・
部
分
交
換」
を
論
じ 、
野
村
は
漢
字
の
形
・立日
・
義
の
う
ち 、
音
と
義

と
の
結
合
が
形
と
他
の
要
素
と
の
結
合
よ
り
も
大
きい
と
し
て
い
る 。

書
体
に
つ
い
て
は 、
同
じ
特
集
の
中に
藤
原
宏「
教
育
用
漢
字
の
標
準
字
体」

が
あ
り 、
明
朝
体
活
字
に
よ
る
常
用
漢
字
表
の
漢
字
と 、
教
科
書
体
活
字
に
よ

る
学
年
別
漢
字
配
当
表
の
漢
字
と
は 、
{子
体
と
し
て
同じ
だ
と
し
て
い
る 。
こ

の
点
に
関
し
て
は 、
安
藤
隆
弘
「
教
科
書
体
活
字」
(『
月
刊
国語
教
育』
昭ω­

m)
と
柘
植
昌
汎「
漢
字
の
字
形
||筆写文字と印刷文字の違い」

(
山
梨大
国
文学

研
究室『
国
文学
論集』
幻 、
昭ω・3)
も
参
考
に
な
る 。
な
お 、
水
上
静
夫「
書

体・
草
書」
(『
群
馬大
教
育学
部紀
要
人文社
会学
編』
初 、
昭ω・3)
も
説
得
力

を
持つ 。
草
書は
楕
書・
行
書か
ら
の
派生
で
は
な
く 、
家
書
・
隷
書
を
簡
略

に
書い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
論
を 、
各
時
代
の
実
例
で
裏
付
げ
た
も
の

で
あ
る 。

仮
名
に
つ
い
て
は 、
富
田
富
貴
雄
「
小
学
校
国
語
科の
教
科
書
に
見
ら
れ
る

片
仮
名
の
字
体」(『
岡山
大
教
育学
部研
究集
録』
mm 、
昭日・7) 、
吉
見
孝
夫「
文

字
史
か
ら
み
た
現
行
仮
名
字
体
制
定
の
背

景||片仮名の場合」(「北
海
道
教
育大

紀
要
人
文
科学
編』
おl 、
昭ω・9)
が
参
考
に
な
る 。
な
お 、
宮
沢
正
明
「
筆

写
文
字
の
実
態
と
そ
の
変
容」
(都
留
文
科大
国語
国
文学
会「
国
文学
論考初」 、

昭ω・3)
は 、
平
仮
名
の
丸
み
を
帯び
て
こ
ろ
こ
ろ
し
て
い
る
活
筆
文
字
の
実

情
と
原
因
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る 。

字・表文

三 、
現
状の
分
析

文
字
・
表
記
の
現
状
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
は 、
ま
ず
天
沼
寧
「
十
分・

充
分・じゅ
う
ぶ
ん」
(『
大
妻
国文』目 、
昭ω・3) 、
「
く
り
か
え
し
符
号」
(『
大

妻
女子大
文学
部
紀要」
路 、
昭ω・3)
「『ケ」
の{子に
つ
い
て」
(
間口 、
昭ω・

3)
が
あ
る 。
天
沼
の
論
は 、
辞
書の
扱い
や
実
際
の
用
例
を
取
り
上
げ 、
そ
の

要
因
を
考
察
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
を
持つ 。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に 、
文
化
庁

『
言
葉
に
関
す
る
問
答
集』
が
あ
り 、
第叩
集(
昭日・3)
と
第
口
集(
昭ω・

3)
が
刊
行
さ
れ
て
い
る 。

漢
字
の
読
み
方
を
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
は 、
橋
本
研一
「ベ
ン
と
ビ
ン 、

字
音
語
素『
便」
のヨ
ミ
主
意
味」
(『
跡見学
園女子
大
国
文学
科
報」
ロ 、
昭ω・

3)
と
瀬
戸
宏
「
四
の
読
音に
つ
い
て」
(『早
稲回
大語
研
戸吋
Z同
名ω吋吋』 、

昭ω
・3)
が
あ
る 。
橋
本
は 、
「
学
生
便
覧」
に
つ
き 、
べ
ン
と
ビ
ン
で
意
味

の
異
な
る
こ
と
を
論
じ
てべ
ン
ラ
ン
と
読
むべ
き
だ
と
し
て
い
る 。
瀬
戸は 、

「
四」
の
シ
・ヨ
ン
・ヨ
・ヨ
ッ
・ヨ
ツ
五
通
り
の
読
み
方に
つ
き 、
そ
の
実
情

を
分
析
し
て
い
る 。
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
た
漢
語に
つ
い
て
は 、
日
向
敏
彦「
漢

語
サ
変
動
詞
の
構造」
(
上
智
大
『
国文
学
論集』
問 、
昭ω
・1)
が
あ
り 、
漢

語の
構
成
要
素
に
つ
い
て
は 、
水
野
義
道
「
漢
語の
接
尾
的
要
素
『
|

中』
に

つ
い
て」
(『日
本語
学』 、
昭ω・8)
と 、
奥
野
浩
子「
否
定
接
頭
辞『
無・不・

非」
の
用
法
に
つ
い
て
の一
考
察」
(『言語』 、
昭ω
・6)
が
あ
る 。

表
記
の
実
情
考
察
と
し
て
は 、
中
西
靖
忠「
国
語
表
記
の
現
状
||ルピの問題

を中心に」
(『
高松短大
研
究
紀要』
M 、
昭ω・3)
が
意
味
を
限
定
す
る
ル
ビ
の

役
割
を
扱い 、
上
回
朝一
「
現
代
新
聞
の
用
字
||とくに人名表記」

(『フェ
リス

女学
院大紀
要』
初 、
昭ω・3)
が
新
聞
に
よっ
て
異
な
る
人
名
の
字
体
を
取
り

上
げ
て
い
る 。
こ
の
点
で
は 、
林
大
「
現
代
漢
字
の
字
体は
こ
れ
で
い
い
か」
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(
学灯
社
『
国
文
学』
昭ω・5)
が
表
外
漢
字の
字
体
を
論
じ
て
い
て
参
考
に
な

λv 。作
家
の
用
字に
つ
い
て
は 、
新
裕
美
「
三
島
由
紀
夫
の
漢
語
に
お
け
る
語
構

成」
(「
岡大
国
文
論稿』
U 、
昭ω・3)
が
『
金
閣
寺」
と
『
天
人
五
衰」
か
ら

全
漢
語
を
抽
出
し 、
文
体
は
変
わっ
て
も
語
集
は
変
わ
ら
ない
と
し
て
い
る 。

こ
の
点
で
は 、
芳
賀
純「
大
学
生
に
よ
る
要
約
文
と
漢
字
使
用
率」
(『
計量国
語

学』
M
|7 、

昭ω・ロ)
も
興
味
深い 。
こ
の
ほ
う
は
要
約
文
の
字
数
を
切
り

詰め
て
い
く
と
漢
字
使
用
率
が
高
く
な
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る 。
な
お 、

遠
藤
織
枝
「
私
の
年
賀
状
像」
(『
言語
生
活』
昭ω
・l)
は
年
賀
状
の
分
析
で

あ
り 、
中
野
洋
「
看
板
の
文
字
調
査」
(『
計量国
語
学』
日
|2 、

昭ω・9)
は

看
板
の
文
字
が
子
供
の
漢
字
学
習に
与
え
る
影
響
を
実
証
し
て
い
る 。

科
研
費
研
究
と
し
て
は
「
情
報
化
社
会
に
お
け
る
言
語
の
標
準
化」
の
中
の

「
日
本
語
の
正
書
法
及
び
造
語
法
と
そ
の
あ
り
方」
(
研
究代表
者・林大)
が
あ

り 、
特
に
学
術
用
語に
つ
い
て
は 、
森
岡
グ
ル
ー

プ
の
「
明
治
期
専
門
術
語
の

語
構
成」
と
藤
原
グ
ル
ー

プ
の
「
学
術
用
語
の
標
準
化」
に
注
目
し
た
い 。
前

者
は『
医
語
類
爽」
以
下
六
編
を「
明
治
期
専
門
術
語
集」
(
有精堂 、
昭ω・9)

と
し
て
刊
行
し 、
後
者は
「
文
部
省
学
術
用
語
総
合
リ
ス
ト」
を
ま
と
め
た 。

な
お 、
野
村
グ
ル
ー

プ
の
報
告
書
「
現
代
学
術
用
語
の
造
語
法
に
関
す
る
資
料

と
問
題
点」
は 、
造
語
過
程
の
モ
デ
ル
化
と
造
語パ
タ
ー

ン
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る 。

四、
教
育の
立
場か
ら

漢
字
教
育
の
面
で
は 、
小
林一
仁『
漢
字
の
系
統
的
指
導」(
明
治
図書 、
昭ω・

4)
が
あ
る 。
小
林
の
前
著『
漢
字
教
育
の
基
礎
研
究」
の
姉
妹
編
で 、
形・音・

義
の
三
面
か
ら
共
通
点
・
相
違
点
を
確
認
し
て
進
む
方
法
が
具
体
的に
詳
述
さ

れ
て
い
る 。
付
録の
漢
字
指
導
基
本
表
も 、
常
用
漢
字に
つ
い
て
の
実
践
上
の

留
意
点
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
参
考
に
な
る 。
小
林に
は 、
こ
の
期に
「
漢

字
の
系
統
的
指
導
法に
お
ける
諸
問
題」『国
語
科
教育お』 、
昭ω・3) 、
「
漢
字

の
読
み
書
き」
『
国語教
育』
昭
m?
5) 、
「
高
等
学
校で
の
漢
字
指
導
の
工
夫」

(『
国
語
教室』
幻 、
昭mm・9) 、
「
教
育
漢
字
を
見
直
す」
(『応
用
言語
学講
座』

第一
巻・「日
本語
の
教育」
・明治
書
院 、
昭ω
・3)
が
あ
る 。

学年
別
配
当の
面
で
は 、
輿
水
実に「
基
準
性
と
漢
字
の
学
年
配
当」(『
国
語

教
育」 、
昭ω・8)
と
「
漢
字
の
学
年
配
当」
『
国語
教
育」
昭ω・2)
が
あ
る 。

科
研
費
特
定
研
究
と
し
て
は 、
国
研
言
語
計
量
研
究
部
の
『
常
用
漢
字の
学
習

段
階
配
当の
た
め
の
基
礎
研
究』
が 、
教
科
書
の
用
語
用
字
調
査(
資料集)
と

し
て 、
「
小
学
校
教
科
書
に
お
け
る
学
習
漢
字の
使
用
度
数
表」
と「
中
学
校
理

科お
よ
び
社
会
科
教
科
書に
お
け
る
漢
字の
使
用
度
数
表」
を
ま
と
め
て
い
る 。

具
体
的な
指
導
法
に
つ
い
て
は 、
本
堂
寛「
文
字
の
読
み
書
き
指
導」(「
教
育

科
学
国語
教
育』
昭ω・8)
謡口
明「
漢
字
漢
語
に
留
意
し
た
国
語
指
導」
(『
国

語教
室』
昭mm・
- 、
竹
之
内
裕
章
「
漢
字
学
習
指
導の
実
践
的
研
究
ω・
統一

的
指
導
の
具
現
化
の
た
め
に 、
低
学年
を
中
心
に」
(『
佐賀大
教
育
学部
研
究論

文
集』
ロ
2 、
昭ω・2)
な
ど
が
あ
る 。
テ
ス
ト

の
面
で
は 、
郷
衡
そ
の
他「
漢

字
テ
ス
ト
に
つ
い
て」(『
跡見
学
園国
語科紀
要』
お 、
昭ω・4)
が
九
年
間
の

中
高
漢
字テ
ス
ト

の
成
績
を
分
析
し
て
い
る 。
書
け
ない
漢
字が 、
画
数
の
多

い
も
の
で
は
な
く 、
日
常
生
活
か
ら
遠い
も
の 、
使
用
頻
度の
少
ない
も
の
だ

と
い
う
結
論
も
興
味
深い 。
大
き
な
特
集
と
し
て
は『
実
践
国
語
研
究』
昭
日・

1
と
『
月
刊
国
語
教
室」
昭印
・
4
が
あ
る 。

な
お 、
日
本
語
教
育
のほ
う
で
は 、
サ
ミエ
ル
・マ
i

ティ
ン
「
学
習
者
を

困
ら
せ
る
日
本
語
表
記
の
諸
問
題」
(『大
阪大日
本
学報』
4 、
昭ω・3)
が
具

体
例
を
示
し
な
が
ら
問
題
点を
ま
と
め
て
い
る 。
漢
字の
読
み
方
に
つ
い
て
は 、
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藤
井
美
智
子「
漢
字の
読
み
を
ど
う
知
る
か」
(『
国
際学
友会
日
本
語学
校
紀要』

8・9 、
昭mm・
3、
昭
ω・3)
が
四
角
号
車問
の
導
入
を
取
り
上
げ
て
い
る 。
非

漢
字
系
学
習
者
に
対
し
て
は
武
部
良
明「
漢
字
の
単
位に
つ
い
て」
(『
講
座日
本

語
教
育」
初 、
昭ぬ・7)
と
「
入
門
課
程の
漢
字
指
導」
(
同幻 、
昭ω・7)
が

あ
る 。
漢
字
系
学
習
者
に
対
し
て
は 、
李
漢
繁「
日
韓
同
形
の
漢
字
表
記
語
業」

(『日
本
語学』
昭ω・
8)

が
肯
定
的
な
立
場
で
取
り
上
げ
て
い
る 。
科
研
費
研

究
と
し
て
は 、「
中
国
人
の
日
本
語
学
習に
お
け
る
言
語
干
渉
の
実
態
調
査
と
分

析」
(
研
究代表
者・中
川正
之)
が 、
日
本
語に
お
け
る
漢
字の
読
み
に
つ
い
て

具
体
例
を
重
点
的に
ま
と
め
て
い
る 。
こ
れ
ら
は 、
国
語
教
育
の
面
で
も
い
ろ

い
ろ
と
参
考に
な
る
は
ずで
あ
る 。

五、
国
語
政
策
と
の
関
連

記 (理論・現代)

国
語
政
策
の
面
で
は 、
国
語
審
議
会『
現
代
仮
名
遣い
委
員
会
試
案』(昭ぬ・

2)
に
関
連
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
が
多い 。
そ
の
点で
は『
日
本
語
学』
昭
日・

5
が
現
代
仮
名
遣い
を
特
集
し
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る 。
こ
の
中で
永
野
賢「
現

代
か
な
づ
か
い
の
問
題
点」
は 、
由
来
・
内
容
・
社
会
的
存
在
理
由
を
論
じ
て

い
る 。
今
坂
晃
「
国
語
審
議
会
と
現
代か
な
づ
か
い」
は
仮
名
遣い
委
員
会
の

基
本
的
な
考
え
方
と
委
員
の
意
見
の
概
要
を
ま
と
め 、
岩
淵
匡「『じ・ぢ』『
ず・

づ」
に
つ
い
て」
と
奥
村
三
雄
「
連
濁」
は 、
問
題
点の
考
察に
役
立
つ
資
料

と
い
う
点に
意
義
が
あ
る 。
こ
ま
つ
ひ
で
お「
定
家
仮
名
遣
の
軌
跡」 、
武
部
良

明
「
歴
史
的
か
な
づ
か
い
と
は」 、
沼
本
克
明
「
字
音
仮
名
遣い
と
は」 、
石
野

博
史
「
カ
タ
カ
ナ
語
の
か
な
づ
か
い」
な
ど
は 、
い
ず
れ
も
関
連
分
野
を
取
り

上
げ
た
も
の
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
な
取
り
上
げ
方
に
対
し 、「
現
代
仮
名
遣い
||新聞協会が国語審議会

に意見書」
(『
新
聞研
究』
昭ω
・7)
は 、
新
聞
協
会
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め

字・ 表文

た
も
の
で
あ
る 。
ま
た 、
西
原
忠
毅
「
ぢ
じ
づ
ず
考」
(『
音
声学
会会
報』
m 、

昭ω・4)
は 、
発
音で
区
別
す
る
人
の
側に
立っ
て
地
方
文
化
の
権
威
を
守っ

て
ほ
しい
と
し
て
い
る 。
当
然
のこ
と
な
が
ら 、
主
義
主
張
を
貫
く
論
も
盛
ん

で 、
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
の
『カ
ナ
ノ
ヒ
カ
リ』
は
二
回(昭ω・
6、
昭ω-
U)

に
わ
たっ
て
特
集
し
て
い
る 。
特
集
外
で
は
キヨ
ハ
ラ
クニ
タ
ケ
「
改
定
現
代

仮
名
遣い
(
案)
・
こ
こ
がい
げ
ない
・こ
う
す
れ
ば
よ
く
な
る」
(
昭ω-
m)

が
「
ワ
カ
チ
ガ
キ
もか
な
づ
か
い
の
う
ち」
と
す
る
論
は
新
し
い
問
題
提
起
で

あ
る 。
国
語
問
題
協
議
会
の
「
国
語
国
字」
の
中で
は 、
木
内
信
胤
「
国
語
問

題
協
議
会
試
案」
(昭ω・
6)
が
四
つ
仮
名
を
旧
来
の
慣
行
ど
お
り
と
し 、
ハ

行
活
用
語
尾
を
復
活
し
よ
う
と
す
る
提
案
で
あ
り 、
萩
野
貞
樹
「
現
代
仮
名
遣

問
題
の一
の
見
方」
(昭ω
・
日)
は 、
現
代
仮
名
遣い
が
「
書
き
改め
る
場
合

の
準
則」
で
は
ない
点
か
ら 、
文
学
作
品
の
現
代
表
記
化
は
「
贋
物」
だ
と
指

摘
し
て
い
る 。
な
お 、
林
大「
改
定
現
代
仮
名
遣い
の
案に
つ
い
て」
(『
言語生

活』
昭ω・4)
は
穏
健
な
紹
介
で
あ
り 、
白
石
大二「
新
しい
国
語
政
策」
(『
言

語
生
活』
臨
時
増
刊
号 、
昭ω・4)
は 、
現
代
表
記
の
出
発
時
点(昭
和初
年
代)

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る 。

一
方 、
中
国
の
文
字
改
革
の
面
で
は 、
周
有
光
の
名
著
『
漢
字
改
革
概
論』

が
橘
国
広
国
訳
で
刊
行(日
本のロ
ーマ

字
社 、
昭ω・2)
さ
れ
た
こ
と
も
意
義

深い 。
原
著
は
北
京
大
学
で
の
講
義の
原
稿で 、
内
容
は
漢
字
改
革
運
動
の
歴

史
的
展
開
と 、
漢
語ロ
ー

マ
字
化
・
漢
字
簡
体
化
を
扱っ
て
い
る 。
現
代
中
国

の
文
字
改
革
を
理
解
す
る
上
で
欠か
せ
ない
本
書
が
日
本
語で
読め
る
よ
う
に

なっ
たこ
と
は 、
大い
に
歓
迎
すべ
き
で
あ
る 。

な
お 、
「
中
国
語
研
究
学
習
双
書』
の
第
四
巻
と
し
て 、
芝
田
稔・鳥
井
克
之

『
新
し
い
中
国
語・
古い
中
国
語』
(
光生
館 、
昭ω・9)
が
刊
行
さ
れ
た 。
こ

れ
も
中
国
語
の
表
音化
と
漢
字
筒
体化
の
歴
史
を
具
体
的に
取
り
上
げ
て
い
る
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点
で
併
せ
参
考に
な
る 。
ま
た 、
日
中
漢
字
字
体
の
統一
問
題に
つ
い
て
は 、

林
大
「
日
中
民
間
人
会
議と
漢
字
問
題」
(『
言
語
生
活』
昭ω-
U)
が
問
題
点

を
要
領
よ
く
ま
と
め
て
い
る 。
こ
の
点
で
松
岡
栄士山
「
中
国
の
漢
字と
日
本
の

漢
字は
調
整
を
は
か
れ
る
か」
(
学
灯
社
『
国
文
学』
昭ω・5)
は
否
定
的
で
あ

り 、
菱
沼
透
「
中
国
の
標
準
字
体
と
日
本
の
通
用
字
体」
(『日
本語学』
昭日・

3)
も 、
同
字
体
で
あ
り
な
が
ら
意
味
用
法
の
異
な
る
点
に
つ
き 、
「
生」
を
例

と
し
て
論
じ
て
い
る 。

六、
他
分
野
か
ら
の
研
究

文
字・
表
記
に
つ
い
て
は 、
全
く
別
の
分
野
で
の
研
究
が
割
り

込
ん
で
き
た

の
も
新
た
な
特
色
で
あ
る 。
こ
の
点
で
は『
漢
字
を
科
学
する」
(
有
斐閣選書 、

昭ω・日)
と『
文
字
の
科
学』
(
法
政
大学
出
版
局 、
昭ω・
3)
が
見
逃せ
ない 。

前
者に
は 、
野
村
雅
昭
・

山
田
純
・

石
田
敏
子
諸
氏
の
論
文
と
と
も
に 、
海
保

博之(
心
理学)
「
人
聞
は
漢
字
を
ど
う
処
理
し
て
い
る
か」 、
黒
須
正
明(工
学)

「コ
ン
ピュ
ー

タ
に
とっ
て
漢
字
と
は」 、
山
鳥
重(
神経学)
「
脳
損
傷
者に
と

っ
て
漢
字と
は」 、
佐
々
木
正
人(
福
祉学)
「
盲
人
に
とっ
て
漢
字と
は」
な
ど

が
あ
る 。
後
者は
六
編
すべ
て
が
他
分
野
で 、
桑
山
弥三
郎(デ
ザ
イン)
「
形

象
化
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
書
体
の
原
点
と
原
理」 、
倉
内
秀
文(
科学
捜査)
「
筆
跡

監
定
と
筆
順・筆
圧
に
つ
い
て」 、
矢
島
敬二
(
物
理学)
「
ア
ラ
ビ
ア
文
字の
形

体
と
印
字」 、
吉
村
ミ
ツ(工
学)
「
手
書
き
文
字の
個
人
特
性」 、
山
田
博三(工

学)
「
機
械
に
よ
る
手
書
き
文
字
の
認
識」 、
大
沢一
爽(
生
理
学)
「
脳
波
ト
ポ
グ

ラ
フ
ィ
と
五
指
筆
圧
記
録
の
相
関」
な
ど
か
ら
成
る 。

特に
生
理
学の
面
で
は 、
『
言
語
生
活』
(昭ω・7)
が
「
文
字
の
科
学」
を

特
集し
た
中
の
東
条
吉
邦
「
文
字
と
脳
の
科
学」
が 、
問
題
点
を
解明
し
て
い

る
上
で
参
考に
な
る 。
『
日
本
語
学』
に
連
載
さ
れ
た「
神
経
言
語
学」
で
は
亀

井
尚
「
漢
字と
仮
名」
(
昭ω
・2)

が 、
脳
の
両
半
球
分
担
と
の
関
連
で 、
漢

字
の
右
半
球
優
位 、
仮
名
の
左
半
球
優
位
を
説い
て
い
る 。
工
学
の
面
で
は
光

学
式
文
字
認
識
装
置(O
CR)
の
面
で 、
白
井
克
彦・影
沢
正
「
平
仮
名
文
字

パ
タ
ー
ン
に
お
け
るス
トロ
ー
ク
情
報の
抽
出」
(『
早
稲田
大情報科
学
研究
教

育セ
ン
ター
紀
要』
1 、

昭ω・4)
が
あ
る 。
山
本
和
男「
手
書
き
O
C
R
用
文

字
の
形」
(『
日
本語
学』 、
昭ω・3)
は 、
機
械
に
も
読
み
易い
文
字
を
自
然
に

書
くこ
と
が
特
技に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る 。
心
理
学
の
面
で
は 、
大
西
文
行

「
漢
字の
心
理
学
的
研
究・
同
音
語
の
再
生
に
つ
い
て」
(『
新
潟
大教
育学
部
紀

要』
お2 、
昭ω・
3)
が 、
同
音
漢
字
再
生
の
経
過
を
分
析
し
て
い
て
興
味
深
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な
お 、
文
字の
機
械
化
と
い
う
点
で
は 、
ワ
ー

プロ
の
関
係
も
見
逃せ
ない 。

こ
の
点
で
は
『
日
本
語
学』
(昭ω
・7)

が
「
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー」

を
特

集
し
た
中
の
山
田
尚
勇
「
ワ
ー

プ
ロ
と
日
本
語
の
現
状と
将
来」
が 、
ロ
ー

マ

字
国に
お
け
る
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

並
み
の
普
及
を
考
え 、
問
題
点を
取
り

上
げ

てい
る 。
石
綿
敏
雄・
吉
田
将・
佐
竹
秀
雄
・

山
本
直三
諸
氏
の
啓
蒙
的
な
論

文
そ
の
他
も 、
ワ
ー

プロ
礼
賛
の
方
向
で
ま
と
まっ
て
い
る 。

そ
の
点
で
は 、
ワ
ー

プロ
が
国
語
教
育
・
日
本
語
教
育
の
菌
か
ら
積
極
的に

取
り
上
げ
ら
れ
で
も
不
思
議
で
は
ない 。
中に
は 、
藤
崎
博
也
「
ワ
ー
ド
プロ

セ
ッ

サ
は
日
本
語に
異
変
を
も
た
ら
す
か」
(学
灯社
『
国文学』
昭臼・5)
の

よ
う
に 、
漢
字
能
力
の
低
下
を
憂
え
る
論
も
あ
る 。
し
か
し 、
野
村
雅
昭
「エ

レ
ク
トロ

ニ
ク
ス
時
代
の
漢
字
国
語
教
育」
(『国語教
室」
昭ω・9) 、
森
川
知

史
「
日
本
語ワ
ー

プ
ロ
教
育
の
課
題」
(『
佐
賀竜谷短
大紀
要』
初 、
昭ω・2)

な
ど
は 、
国
語
教
育
面
で
の
積
極
的
な
活
用
を
取
り
上
げ
て
い
る 。『
日
本
語
教

育』
M
(
昭ω-
m)
が
「コ
ン
ピュ
ー

タ
ー
と
日
本
語
教
育」
を
特
集し
た
中

で
は 、
原
土
洋「
日
本
語ワ
ー
ド
プロ
セ
ッ

サ
ー

の
日
本
語
教
育へ
の
利
用
ーー



書くことの反省と訓練」 、
山
本
直
三「
日
本
語ワ
ー
ド
プロ
セ
ッ

サ
と
言
語
教
育」

な
ど
が
参
考
に
な
る 。

七、
関
連
す
る
事
典
類

記 (理論 ・ 現代)

最
後
に
関
連の
事
典
類
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く 。
こ
の
面
で
ま
ず
取
り
上
げ

な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
樺
島
忠
夫
そ
の
他『
事
典・日
本
の
文
字』
(大
修
館 、

昭ω・4)
で
あ
る 。
文
字・表
記
と
そ
の
関
連
分
野
を
十
の
章
と
付
録
に
分
け 、

十
四
氏
が
分
担
執
筆
し
た
も
の 。
万
葉
仮
名か
ら
ワ
ー

プ
ロ
用
の
ドッ
ト

文
字

ま
で
を
網
羅
し
た
初め
て
の
文
字
百
科
事
典
で
あ
る 。

個々
の
面
で
は 、
白
川
静『
字
統」
(
平
凡
社 、
昭ω・8)
と
佐
藤
喜
代
治『
字

義
字
訓
辞
典」
(
角川
書
底 、
昭
ω・
l)

が
あ
る 。
前
者は
漢
字
の
字
体
学
的
研

究
で 、
六
八
O
O
の
漢
字に
つ
き
そ
の
成
り
立
ち
を
系
統
立
て
て
解
説
し
た
と

こ
ろ
に
特
色
が
あ
る 。
後
者
は 、
従
来
と
か
く
同一
視
さ
れ
て
き
た
漢
字の
字

義
と 、
そ
れ
に
当
て
ら
れ
た
字
訓
と
し
て
の
日
本
語
の
語
義
と
の
関
係
を
考
証

し
た
も
の 。
取
り
上
げ
た
漢
字
は
常
用
漢
字
と
人
名
用
漢
字
に
と
ど
まっ
た
が 、

漢
和
辞
典
と
国
語
辞
典
と
の
谷
間
を
埋
め
る
形
に
なっ
て
い
る 。
総
論
と
し
て

の
「
漢
字
と
日
本
語」
に
も
注
目
すべ
き
論
が
あ
る 。

人
名
の
漢
字に
つ
い
て
は
『
日
本
姓
氏
大
辞
典』
三
巻(
角
川
書底 、
昭ω・

3)
が
あ
る 。
取
り
上
げ
た
人
名
十三
万 、
日
本ユ
ニ
パ
ッ
ク
社
の
姓
氏フ
ァ

イ

ル
を
基
礎に
丹
羽
基二
の
個
人
収
集
を
加
え
た
も
の 。
三
巻
の
内
容
は 、
読
み

で
五
十
音
順
に
し
た
発
音
編 、
漢
字
で
画
数
順
に
し
た
表
記
編 、
丹
羽
の
論
考

と
し
て
の
解
説
編
か
ら
成
る 。
論
考は
姓
氏
の
由
来
を
取
り
上
げ 、
地
名
型
・

氏
型
な
ど
三
十三
に
分
類
し
た
成
果
が
各
編
の
姓
氏
に
も
及ん
で
い
る 。

な
お 、
文
字・表
記
と
は
少
し
離
れ
る
が 、
桑
山
弥三
郎
『
世
界
の
絵
文
字』

(
柏
書
房 、
昭臼・日)
・

江
川
清
『
記
号の
事
典」
(三
省堂 、
昭ω・ロ)・
日
本

字 ・ 表文

規
格
協
会
「
J
I
S
記
号・
略
号大
辞
典」
(
同
協会 、
昭ω-
m)
も
見
逃せ
な

い 。
そ
れ
に
特
殊
分
野の
も
の
と
し
て 、
鈴
木
力二
『
図
説・
盲
教
育
史
事
典』

(日
本
図
書セ
ン
タ
ー 、

昭ω
・
6)
が
あ
る 。

八、
余

諭

以
上 、
こ
の
二
年
間
の
文
字・
表
記
に
関
す
る
研
究
を
概
観
し
て
き
た
が 、

特
記
事
項
と
し
て
は
ワ
ー

プロ
が
あ
る 。
顧
み
れ
ば 、
昭
和
五
十
四
年 、
東
芝

が
初
め
て
日
本
語
文
書
処
理
機
と
し
て
公
開
し
た
と
き 、
一
台
六
三
O
万
円
は

高
根
の
花
で
あっ
た 。
そ
れ
がこ
の
二
年
間 、
個
人
用
の
十
万
円
を
割る
機
種

ま
で
出
て 、
急
速
に
普
及
し
た 。
国
字
問
題
の
前
提
と
し
て
障
害
視
さ
れ
て
き

た
漢
字
が 、
そ
の
評
価
を
改
め
た
と
と
に
も
な
る 。
今
後
は
そ
の
点
か
ら
の
漢

字
仮
名
交
じ
り
文
の
見
直
し
も
重
要
な
課
題
に
違い
ない 。
そ
れ
に
加
え
て 、

他
分
野
で
の
文
字・
表
記
の
研
究
成
果
も
見
逃せ
ない 。
そ
れ
ら
が
文
字
教
育

の
面に
も
影
響
し
て
く
る 。
国
語
学
者
も 、
文
字・
表
記
の
面
で
は 、
従
来
の

殻
を
抜
け
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
ない
時
期
に
来て
い
る
わ
け
で
あ
る 。
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